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Ｎｏ． ― コメント内容
今回ご説明資料の掲載箇所

説明時期

Ｓ１
2014年7月4日

第122回審査会合
下北半島地域の地下深部の地質構造について，形成メカニズム等に関する知見を収集した結果から如何
に評価したのか示すこと。

本資料 p.5-24，6-198～208

Ｓ５８

2016年10月7日
第407回審査会合
2017年3月17日

第454回審査会合

下北半島東部ではセピオライト変質以降の顕著な熱水変質はないとする根拠やセピオライトの形成年代
について，既往の研究成果を踏まえて，説明すること。

本資料 p.6-81

Ｓ７１
2016年11月18日
第417回審査会合

敷地の断層のセピオライトの鉱物の分析値（Ｆ－８断層破砕部）に関し，その妥当性等について，詳細
データを示すこと。

補足説明資料 p.9-17，18

Ｓ１３９
2019年６月７日

第723回審査会合
出戸西方断層および御宿山北方断層の延長部について，日本原燃（株）にデータ拡充を求めているので，
今後の審査資料に適切に反映すること。

本資料 p.3-72，77～80，90～94

Ｓ１４１
2019年11月１日

第792回審査会合
下北断層の活動性を否定する根拠として砂子又層を用いていることから，砂子又層の年代について，微
化石分析やフィッショントラック年代測定を実施しているのであれば，データを示すこと。

本資料 p.2-7，11

Ｓ１４２
2019年11月１日

第792回審査会合
各断層の評価は，「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）等の文献との対応，活動性の有無等，結論
を明確に示すこと。

本資料 p.3-23，50，81，97，110，
117，4-15，34，35，5-23，
39，49

補足説明資料 p.3-8，15，20，28，
35，44，47，50，4-16，18
～20，22～25，42

Ｓ１４３
2019年11月１日

第792回審査会合
津軽海峡西側海域の層序区分について，電源開発㈱の評価内容を踏まえて，具体的に説明すること。

本資料 p.2-42
補足説明資料 p.1-2～7

Ｓ１４４
2019年11月１日

第792回審査会合
検討用地震として，横浜断層を東傾斜とする考え方について，「地質・地質構造」で行うこと。

本資料 p.8-3～6
補足説明資料 p17-3～10

Ｓ１５６
2020年３月27日

第855回審査会合
一切山東方断層に準じる断層についても，個別の評価を実施していることを踏まえ，一切山東方断層を
代表として評価することの位置づけについて整理すること。

本資料 p.6-36～38，56，57，59

i

審査会合におけるコメント



審査会合におけるコメント

Ｎｏ． ― コメント内容
今回ご説明資料の掲載箇所

説明時期

Ｓ１５７
2020年３月27日

第855回審査会合
断層の深部連続性評価の説明性向上の観点から，反射断面の分解能の記載や時間断面等のプロファイ
ルを示すこと。

本資料 p.6-118～121

反射法地震探査・検層記録集

Ｓ１５８
2020年３月27日

第855回審査会合
2019年補足調査で実施したボーリング調査について，柱状図等を示すこと。

本資料 p.6-159，161，163

ボーリング柱状図・コア写真

Ｓ１５９
2020年３月27日

第855回審査会合
一切山東方断層は，猿ヶ森層のSrsm上面より深部には連続しないとしていることについて，説明性の向
上を図ること。

本資料 p.6-148～152，164～171

Ｓ１６０
2020年３月27日

第855回審査会合
H28Line-3測線の地層境界や一切山東方断層の連続性について，南北測線，東西測線の反射法地震探
査結果からパネルダイヤグラム等を作成し，説明性の向上を図ること。

本資料 p.6-166～170

Ｓ１６１
2020年３月27日

第855回審査会合
小田野沢西方のリニアメント東側のボーリング調査について，従前の解釈から変更したのであれば，柱状
図を含めて詳細を説明すること。

本資料 p.6-28，29

補足説明資料 p.6-3～5，9～25

ボーリング柱状図・コア写真

Ｓ１６２
2020年３月27日

第855回審査会合
敷地周辺～敷地の震源として考慮する活断層の評価の資料には，出戸西方断層のデータ追加や横浜断
層の東傾斜等を加え，全体としてまとめること。

―

Ｓ１６３
2020年３月27日

第855回審査会合
2019年補足調査のボーリング孔で実施した検層結果のうち，自然電位の不連続部分について確認するこ
と。

反射法地震探査・検層記録集
p.53～56
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１．敷地周辺～敷地の断層の活動性評価の概要

1.1 敷地周辺～敷地の断層の活動性評価の概要
1.2 敷地周辺～敷地の断層の概要
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断層の性状，形成時期等に関する検討

総合評価

直下にない

ｆ－２ｆ－１

第３条※１に関する検討

直下にある

f-1，f-2

耐震重要施設及び常設重大事故等
対処施設の直下にある断層

活動性評価の検討対象とする断層の整理

断層の活動性評価

支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面がないことの確認

第４条※１に関する検討

地質調査
（地表踏査，ボーリング調査，試掘坑調査，トレンチ調査）

• 敷地内の断層の有無，性状，位置・分布・連続性
の確認

• 断層破砕部の性状の確認

地球物理学的調査
（反射法地震探査）

• 地下深部の地震発生層から地表付近まで破壊し
ている断層の有無

各種調査項目

変動地形学的調査
（空中写真判読等の変動地形学的調査）

• 新しい時代の活動を示唆するリニアメント，変動地
形の有無

• 地すべり地形の有無

• 地質構造と
の関連

• 熱水変質に
関連した破砕
部構造 等

類似性

※１ 実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則

震源として考慮する活断層に該当しないことの確認

敷地の断層
・主要な断層 ・その他の断層
・原子炉施設設置位置の断層 ・小断層

敷地近傍の断層

・小田野沢西方の
ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

（30km範囲）
【陸域】
・下北断層
・横浜断層
・出戸西方断層
・御宿山北方断層
・恐山東山麓のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・月山東方断層
・一里小屋付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・石持東方のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・豊栄平のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・二又付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・鷹架沼南岸のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・金津山付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・六ヶ所村老部川上流付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・目名東方の文献による推定活断層

【海域】
・敷地東方沖断層
・大陸棚外縁断層

敷地周辺の断層
（陸域・海域）

（30km以遠）
【陸域】
・野辺地断層
・上原子断層
・七戸西方断層
・折爪断層
・根岸西方断層
・青森湾西岸断層帯
・津軽山地西縁断層帯
・函館平野西縁断層帯

【海域】
・恵山沖断層

後期更新世以降の活動性を考慮
・横浜断層 ・出戸西方断層
・上原子～七戸西方断層 ・折爪断層
・根岸西方断層 ・青森湾西岸断層帯
・津軽山地西縁断層帯
・函館平野西縁断層帯
・敷地東方沖断層 ・恵山沖断層

〇リニアメント，変動地形
〇地質・地質構造
〇後期更新世以降の地形，地層の変位・変形
〇第四系の変状と断層との関係
〇断層破砕部の性状（鉱物脈，固結・岩石化 等）
〇地下深部の地質構造（断層の深部への連続性，地震発生層から
地表付近までの破壊）

文献調査により
敷地への影響が
大きな断層を抽出

（敷地近傍～敷地周辺の断層）
文献調査，変動地形学的調査，
地質調査，海上音波探査 等

震源として考慮する活断層に該当しないことの確認
地震活動に伴って永久変位が生じる断層に該当しないことの確認

○ 地下深部への連続性（地震発生層から地表付近までの破壊）
○ リニアメント，変動地形
○ 後期更新世以降の地層に見られる第四系の変状と断層との関係
○ 分布・連続性，断層等との関係
○ 断層破砕部の詳細性状（固結・岩石化，鉱物脈，微細構造 等）

第８５５回審査会合（R2.3.27）
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破砕幅，鉛直変位量が小さく，連続性がない断層

他の断層より形成時期が相対的に古い断層

f-l，小断層

形成時期が相対的に新しく，地質構造を規制して
いる断層

F-2，F-5，F-6，F-7
f-b～f-g， f-j～f-k，
f-m～f-p，m-b，m-c，f-3

敷地西側の半地溝状を構成する東傾斜の断層 一切山東方断層(F-1，ｆ-a)，W-1(W-2，W-3)
敷地中央～南部の地溝状を構成する断層 F-3，F-4 ，F-9 (老部川右岸の断層)
敷地北部の地溝状を構成する断層 F-8※２，F-10※２，m-a

カテゴリーⅠ

カテゴリーⅡ

カテゴリーⅢ

・一切山東方断層
・老部川右岸の断層
・Ｗ－１
・Ｗ－２
・Ｗ－３

一切山東方断層（Ｆ－１，ｆ－ａ） ，Ｗ－１（Ｗ－２，Ｗ－３）／
Ｆ－３，Ｆ－４，Ｆ－９(老部川右岸の断層)／ｍ－ａ

※２ ｆ－１断層の評価において活動性がないことを確認済み

1.1 敷地周辺～敷地の断層の活動性評価の概要

敷地周辺～敷地の断層の活動性に関する評価フロー

（６章）

（３章～５章）



1-51.1 敷地周辺～敷地の断層の活動性評価の概要

敷地周辺の震源として考慮する活断層の評価

敷地周辺陸域の断層の活動性評価
 敷地を中心とする半径30km範囲： 文献調査，空中写真判読及び地表地質調査により把握した「変動地形の可能性がある地形」及び「断層等」について詳細調査を実施し，

活動性及び連続性を評価した。
 敷地を中心とする半径30km以遠： 文献調査により把握した活断層の中から，敷地への影響が大きなものを選定し，詳細調査を実施し，活動性及び連続性を評価した。

敷地周辺海域の断層の活動性評価
 敷地を中心とする半径30km範囲： 文献調査及び海上音波探査により把握した断層について詳細調査を実施し，活動性及び連続性を評価した。
 敷地を中心とする半径30km以遠： 文献調査により把握した活断層の中から，敷地への影響が大きなものを選定し，詳細調査を実施し，活動性及び連続性を評価した。

陸 域

敷地への影響が

大きな文献断層

敷地を中心とする

半径30km範囲

（敷地近傍を含む）

全域

全域
（文献断層の選定）

文献調査
（既往の海上音波探査等
による調査も含む）

詳細調査
（文献の精査，地形調査，
海上音波探査の解析等）

評価
（活動性，連続性）

調査項目

抽出された全ての

断層等

震源として考慮する活断層

海 域

敷地を中心とする

半径30km以遠

敷地への影響が

大きな文献断層

敷地を中心とする

半径30km範囲

（敷地近傍を含む）

全域

抽出された全ての

断層・リニアメント等

全域
（文献断層の選定）

文献調査

変動地形学的調査
（文献の精査，リニアメント

の抽出）

詳細調査
（詳細判読，地質調査等）

評価
（活動性，連続性）

調査項目

震源として考慮する活断層

敷地を中心とする

半径30km以遠

地表地質調査

海上音波探査

第８５５回審査会合（R2.3.27）
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１．敷地周辺～敷地の断層の活動性評価の概要

1.1 敷地周辺～敷地の断層の活動性評価の概要
1.2 敷地周辺～敷地の断層の概要
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1-91.2 敷地周辺～敷地の断層の概要

敷地周辺陸域の断層・リニアメント（敷地を中心とする半径30km範囲）

敷地周辺陸域のリニアメント及び文献による活断層分布図
後期更新世以降の活動性を考慮する断層

 敷地を中心とする半径30km範囲については，文献断層及び空中写真判読により抽出したリニアメント，断層
を対象に詳細調査を実施した。

①

③

②

④

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑰

⑪

⑮

⑫

⑬

⑯

⑭

名 称 評価長さ 評価 主な説明箇所

敷地近傍
（半径5km）

① 一切山東方断層 ― 後期更新世以降の活動はないと判断 6.2

② 老部川右岸のリニアメント ― 後期更新世以降の活動はないと判断 6.2

③ 小田野沢西方のリニアメント ― 岩質の差を反映した組織地形等 6.2

敷地周辺
（半径30km範

囲）

④ 下北断層 ― 後期更新世以降の活動はないと判断 3.2

⑤ 横浜断層 約15.4㎞ 後期更新世以降の活動性を考慮 3.1

⑥ 出戸西方断層 約11㎞ 後期更新世以降の活動性を考慮 3.3

⑦ 御宿山北方断層 ― 後期更新世以降の活動はないと判断 3.4

⑧ 恐山東山麓のリニアメント ―
堆積物の境界等（段丘崖，古砂丘背後を
含む）によるものと判断

3.5

⑨ 月山東方断層 ― 後期更新世以降の活動はないと判断 3.6

⑩ 一里小屋付近のリニアメント ― 岩質の差を反映した組織地形等

補足説明資料 １．

⑪ 石持東方のリニアメント ―
堆積物の境界等（段丘崖，古砂丘背後を
含む）によるものと判断

⑫ 豊栄平付近のリニアメント ― 岩質の差を反映した組織地形等

⑬ 二又付近のリニアメント ―
堆積物の境界等（段丘崖，古砂丘背後を
含む）によるものと判断

⑭ 鷹架沼南岸のリニアメント ―
堆積物の境界等（段丘崖，古砂丘背後を
含む）によるものと判断

⑮
金津山付近の文献による
リニアメント

― 岩質の差を反映した組織地形等

⑯
六ヶ所村老部川上流付近の
文献によるリニアメント

― 岩質の差を反映した組織地形等

⑰
目名東方の文献による
推定活断層

― 岩質の差を反映した組織地形等

⑤

第８５５回審査会合（R2.3.27）
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①野辺地断層

②上原子断層

③七戸西方断層

④折爪断層

⑨函館平野西縁断層帯

⑤根岸西方断層

⑥青森湾西岸断層帯

⑦津軽山地西縁

断層帯北部

⑧津軽山地西縁

断層帯南部

 敷地を中心とする半径30km以遠の断層については，文献断層の中から敷地への影響を考慮して「野辺地
断層，上原子断層，七戸西方断層」及び「折爪断層」を対象に，詳細調査を実施した。

1.2 敷地周辺～敷地の断層の概要

敷地周辺陸域の断層・リニアメント（敷地を中心とする半径30km以遠）

断層名 評価長さ 評価 備考 主な説明箇所

① 野辺地断層 ― 断層は存在しない
事業者調査結果に基づき

事業者が評価

4.2② 上原子断層

約51㎞

後期更新世以降の
活動性を考慮

事業者調査結果に基づき
事業者が評価

③ 七戸西方断層
後期更新世以降の
活動性を考慮

事業者調査結果に基づき
事業者が評価

④ 折爪断層 約53㎞
後期更新世以降の
活動性を考慮

事業者調査結果に基づき
事業者が評価

4.1

⑤ 根岸西方断層 約38㎞
後期更新世以降の
活動性を考慮

他機関調査結果に基づき
事業者が評価

補足説明資料 ２．

⑥ 青森湾西岸断層帯 約31㎞
後期更新世以降の
活動性を考慮

文献調査結果に基づき
事業者が評価

⑦ 津軽山地西縁断層帯北部 約16㎞
後期更新世以降の
活動性を考慮

文献調査結果に基づき
事業者が評価

⑧ 津軽山地西縁断層帯南部 約23㎞
後期更新世以降の
活動性を考慮

文献調査結果に基づき
事業者が評価

⑨
函館平野
西縁断層帯

海域南東延長部を含む
函館平野西縁断層帯

約26㎞
後期更新世以降の
活動性を考慮

他機関調査結果に基づき
事業者が評価海域南西延長部を含む

函館平野西縁断層帯
約28㎞

後期更新世以降の活動性を考慮する断層

電源開発㈱調査等によって抽出した断層

日本原燃㈱調査等によって抽出した断層

東通原子力発電所

第８５５回審査会合（R2.3.27）
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1-111.2 敷地周辺～敷地の断層の概要

敷地周辺海域の断層

断層名 評価長さ 評価 備考 主な説明箇所

① 大陸棚外縁断層 ―
後期更新世以降の
活動はないと判断

事業者調査結果に基づき
事業者が評価

5.1

② 敷地東方沖断層 約14.5㎞
後期更新世以降の
活動性を考慮

事業者調査結果に基づき
事業者が評価

5.2

③ 恵山沖断層 約47㎞
後期更新世以降の
活動性を考慮

他機関調査結果に基づき
事業者が評価

5.3

③恵山沖断層

①大陸棚外縁断層

②敷地東方沖断層

 敷地周辺海域については，文献断層の中から敷地への影響を考慮して，詳細調査を実施した。
 その他の断層を含めた敷地周辺海域の断層評価の詳細については次頁以降に示す。

後期更新世以降の活動性を考慮する断層

東通原子力発電所

電源開発㈱調査等によって抽出した断層

日本原燃㈱調査等によって抽出した断層

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p1-7 一部修正



1-121.2 敷地周辺～敷地の断層の概要

敷地周辺の震源として考慮する活断層の評価（30km範囲の海域の断層評価①）

敷地を中心とする

半径30km範囲

（敷地近傍を含む）

全域

文献調査
（既往の海上音波探査等
による調査も含む）

詳細調査
（文献の精査，地形調査，
海上音波探査の解析等）

評価
（活動性，連続性）

調査項目

抽出された

全ての断層等

震源として考慮する

活断層

海 域

海上音波探査

１．文献記載の活断層及び断層の抽出。

30km範囲内のすべての文献活断層に
加えて文献断層を含めて抽出。

【 敷地周辺海域（敷地を中心とする半径30km範囲）の断層の活動性評価 】

 文献調査及び海上音波探査により把握した断層について詳細調査を実施し，活動性及び連続性を評価した。

３．詳細調査

地形調査，海上音波探査の解析等によっ
て， 断層による地層の変位・変形を詳細に
検討し，活動性を評価する。
① Ｂｐ層あるいはＢ２部層以上の地層に変
位・変形が認められる断層について，後
期更新世以降の活動性を考慮する。
② Ｂｐ層あるいはＢ２部層以上の地層に変
位・変形が認められない断層については，
後期更新世以降の活動性を考慮しない。

【震源として考慮する活断層の評価】

後期更新世以降の活動性を考慮する活断
層を，震源として考慮する活断層として評価
する。

２．海上音波探査記録に基づく検討

断層の認められるものを抽出。

①断層が認められるもの（下位の地層から
上位の地層に系統的な変位・変形の認め
られるもの）を抽出。
② 断層が認められないものは評価対象外。

• 大陸棚外縁断層

• 敷地東方沖断層，

• 敷地北東沖の３本の断層

• 敷地南東沖の小川原海底谷に沿う断層群

• 津軽海峡沿岸部の推定断層

② 断層が認められないもの

• 敷地北東沖の３本の断層

• 敷地南東沖の小川原海底谷に沿う断層群

• 津軽海峡沿岸部の推定断層

① 断層が認められるもの

• 大陸棚外縁断層

• 敷地東方沖断層

① Ｂｐ層以上に変位・変形あり

• 敷地東方沖断層

② Ｂｐ層以上に変位・変形なし

• 大陸棚外縁断層

【震源として考慮する活断層】

• 敷地東方沖断層

対象外

対象外

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p1-8 再掲



1-131.2 敷地周辺～敷地の断層の概要

敷地周辺の震源として考慮する活断層の評価（30km範囲の海域の断層評価②）

敷地東方沖断層

大陸棚外縁断層

敷地北東沖の３本の断層

敷地南東沖の小川原海底谷に
沿う断層群

津軽海峡沿岸部の推定断層

【文献に記載されている活断層及び断層】

• 大陸棚外縁断層

• 敷地東方沖断層

• 敷地北東沖の３本の断層

• 敷地南東沖の小川原海底谷に沿う断層群

• 津軽海峡沿岸部の推定断層

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p1-9 再掲



1-141.2 敷地周辺～敷地の断層の概要

敷地周辺の震源として考慮する活断層の評価（30km以遠の海域の断層評価①）

敷地への影響が

大きな文献断層

全域
（文献断層の選定）

文献調査
（既往の海上音波探査等
による調査も含む）

詳細調査
（文献の精査，地形調査，
海上音波探査の解析等）

敷地を中心とする

半径30km以遠調査項目

海 域

１．文献調査

主要な文献記載の活断層を抽出。

敷地への影響を考慮し，目安として長さ
20km以上の文献活断層を抽出。

長さ20km程度以上の文献活断層

• 下北半島北方約100kmの２本の活撓曲，

• 恵山沖断層※1

評価
（活動性，連続性）

震源として考慮する

活断層

【震源として考慮する活断層】

• 恵山沖断層

① Ｂ２部層以上に変位・変形あり

• 恵山沖断層

２．海上音波探査記録に基づき断層の認め
られるものを抽出。

①断層が認められるもの（下位の地層か
ら上位の地層に系統的な変位・変形の
認められるもの）を抽出。

② 断層が認められないものは評価対象
外。

① 断層が認められるもの

• 恵山沖断層

② 断層が認められないもの

• 下北半島北方約100kmの２本の活撓曲

３．詳細調査

文献調査地形調査，海上音波探査の解
析等によって， 断層による地層の変位・
変形を詳細に検討し，活動性を評価する。
① Ｂｐ層あるいはＢ２部層以上の地層に
変位・変形が認められる断層について，
後期更新世以降の活動性を考慮して評
価。
② Ｂｐ層あるいはＢ２部層以上の地層に
変位・変形が認められない断層につい
ては，後期更新世以降の活動性を考慮
しない。

対象外

② Ｂｐ層以上に変位・変形なし

（該当なし）

【震源として考慮する活断層の評価】

後期更新世以降の活動性を考慮する活断
層を，震源として考慮する活断層として評
価する。

対象外

【 敷地周辺海域（敷地を中心とする半径30km以遠）の断層の活動性評価 】

 文献調査により把握した活断層の中のうち，敷地からの距離，断層長さ等を考慮し，影響が大きなものを選定
し，詳細調査を実施し，活動性及び連続性を評価した。

※１ 恵山沖断層は文献活断層ではないが，北隣の図幅が未公刊
のため，長さ及び活動性に不確実性があることから抽出。

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p1-10 再掲



1-151.2 敷地周辺～敷地の断層の概要

敷地周辺の震源として考慮する活断層の評価（30km以遠の海域の断層評価②）

【文献に記載されている活断層】

長さ20km程度以上の文献活断層

• 下北半島北方約100kmの２本の活撓曲

• 恵山沖断層

下北半島北方約100kmの
２本の活撓曲

恵山沖断層

文献活断層

文献断層

100km

30km

30km

100km

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p1-11 再掲
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２．敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造の概要

2.1 敷地周辺陸域～敷地の地形，地質・地質構造の概要
2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要



2-2

２．敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造の概要

2.1 敷地周辺陸域～敷地の地形，地質・地質構造の概要
2.1.1 地形
2.1.2 地質・地質層序
2.1.3 地形面区分
2.1.4 地質構造

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要



2-3

敷地近傍の地形図敷地周辺の地形図

 下北脊梁山地は南北方向に延長し，標高500m程度の吹越山地と，標高200m～300m程度の朝比奈平丘陵等からなる。
 敷地は，下北脊梁山地東側の太平洋沿岸の台地に位置する。

2.1.1 地形

敷地周辺・近傍の地形

敷地近傍の地形図
表示範囲

東通原子力発電所

東通原子力発電所

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-3 再掲



2-42.1.2 地質・地質層序

敷地周辺陸域の地質・地質層序

 敷地周辺陸域の地質は，下位より，先第三系の尻屋層群，新第三系中新統の猿ヶ森層，
泊層，鷹架層，蒲野沢層及び目名層，新第三系鮮新統～第四系下部更新統の砂子又層，
下部更新統～中部更新統の恐山火山噴出物，中部更新統の田名部層，中部更新統～
上部更新統の段丘堆積物及び古砂丘堆積物並びに第四系完新統の沖積層及び新砂丘
堆積物からなる。

敷地周辺陸域の地質図

敷地周辺陸域の地質層序表

東通原子力発電所

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-4 再掲
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５万分の１地質図幅「近川」は，通
商産業省工業技術院地質調査所の技官
が地質調査を行い作成したものである。

・発行者：地質調査所

・調査者：今井功

 今井（1961）による５万分の１地質図幅「近川」は，中新統を蒲野沢累層と泊累層に区分し，両累層の直接の関係は不明であるが，岩相上，層序的に重複している可能性がある
ことを指摘している。

 泊累層を猿ヶ森相，田代相及び冷水相に区分し，各相は互いに移化するとしている。なお，猿ヶ森相及び田代相が事業者の猿ヶ森層に，冷水相が事業者の泊層に概ね対応して
いる。

今井（1961）に一部加筆

2.1.2 地質・地質層序

５万分の１地質図幅「近川」

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-5 再掲
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20万分の１青森県地質図は，青森県発
行の編集図である。

・発行者：青森県

・編集者：箕浦幸治，小菅正裕，

柴正敏，根本直樹，

山口義伸

 箕浦ほか（1998）による20万分の１青森県地質図 は，敷地近傍の中新統を下位より，猿ヶ森層，泊層及び蒲野沢層に区分している。

 猿ヶ森層と泊層とは指交するとしている。泊層と蒲野沢層とは，老部川では指交関係にあり，北部では泊層が蒲野沢層に整合に覆うとしている。

 なお，北部において泊層に整合に覆われる地層は，事業者の調査では猿ヶ森層であることを確認している。

箕浦ほか(1998) に一部加筆

2.1.2 地質・地質層序

20万分の１青森県地質図

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-6 再掲
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 ５万分の１地質図幅「近川」では，岩相の類似性から，泊層下部の泥岩は蒲野沢上部に相当する可能性があるとしている。

 一方，山口（1970），芳賀・山口(1990)等によると，蒲野沢層は泊層の上位とされており，珪藻化石の分析結果とも整合している。また，事業者による調査でも，同様な結果が得ら
れている。

敷地近傍の地質層序
（尻屋層群～砂子又層）

2.1.2 地質・地質層序

下北半島東部の層序の変遷

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-7 一部修正

コメントNo.S141
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 猿ヶ森層と泊層との関係を示す露頭が確認されており，それらの露頭では泊層が猿ヶ森層を整合に覆っている。猿ヶ森層と泊層とは，既往文献では指交関係にあるとされてい
るものの，堆積年代データによっても猿ヶ森層は泊層より古いものと考えられることから，整合関係にあると判断される。

蒲野沢層

猿ヶ森層

泊 層

目名層

写真の層準

2.1.2 地質・地質層序

猿ヶ森層と泊層との関係

猿ヶ森層

泊層

猿ヶ森層

泊層

猿ヶ森層

泊層

猿ヶ森層

泊層

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-8 再掲
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東側の蒲野沢層砂岩と西側の泊層安山岩質溶岩との境界。高角度の境界面に約35゜
東傾斜の蒲野沢層がアバットしている。

蒲野沢層

泊層

 泊層と蒲野沢層との関係を示す露頭が確認されており，それらの露頭では蒲野沢層が泊層を不整合に覆っている。ただし，堆積年代データによると両層の年代値には重複が
認められる。

写真の層準

蒲野沢層

猿ヶ森層

泊 層

目名層

2.1.2 地質・地質層序

泊層と蒲野沢層との関係

東側の泊層凝灰角礫岩～安山岩質溶岩と西側の蒲野沢層礫岩との境界。
蒲野沢層は泊層を削り込んで堆積している。両者は不整合関係で接している。

蒲野沢層

泊層

蒲野沢層

泊層

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-9 再掲
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 敷地近傍陸域及び敷地に分布する主要な地層である猿ヶ森層，泊層及び蒲野沢層について，敷地周辺陸域において堆積年代に関するデータが得られている。

 猿ヶ森層からは台島型植物群に属する植物化石が産出し，本層最上部からCrucidenticula kanayae zone(17.0Ma～16.4Ma)に対比される珪藻化石群集が産出する。

 泊層からは約15.2Ma～約12.7MaのK-Ar年代が得られており，本層下部からDenticulopsis praelauta zone(16.4Ma～16.0Ma)及びDenticulopsis lauta zone(16.0Ma～14.6Ma)に対比
される珪藻化石群集が産出する。

 蒲野沢層からはD. lauta zone（16.0Ma～14.6Ma）～Thalassiosira yabei zone（11.4Ma～10.0Ma）に対比される珪藻化石群集が産出する。

敷地周辺の地質図

敷地周辺陸域の堆積年代データ

× 蒲野沢層の年代試料採取箇所
× 泊層の年代試料採取箇所
× 猿ヶ森層の年代試料採取箇所

2.1.2 地質・地質層序

猿ヶ森層，泊層及び蒲野沢層の堆積年代

Watanabe et al.(1993)

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-10 再掲
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砂子又層の年代データ試料採取位置

 砂子又層の年代データとしては，事業者によるFT年代測定結果，菅原ほか(1997)による石灰質ナノ化石
分析結果，リサイクル燃料貯蔵㈱や芳賀・山口(1990)による珪藻化石分析結果がある。

 砂子又層は岩相により下位からSnp，Sns，Snmに区分され，それぞれの年代はSnpが概ね2Ma以前，Sns
が概ね2～1Ma，Snmが概ね1Ma以降と考えられる。

 砂子又層の堆積年代は鮮新世～前期更新世と判断される。

砂子又層の各層で得られた年代データ

コメントNo.S141

2.1.2 地質・地質層序

砂子又層の堆積年代

試料採取箇所
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 敷地周辺の段丘面は，高位面のＨ１面，Ｈ２面，Ｈ３面，Ｈ３’面，Ｈ４面，Ｈ５面及びＨ６面，中
位面のＭ１面，Ｍ１’面及びＭ２面並びに低位面のＬ１面及びＬ２面に区分した。

 高位面のうち，Ｈ１面及びＨ２面は，朝比奈平丘陵北端部の尾根を形成し，吹越山地の南
端では山麓斜面に分布する。Ｈ３面～Ｈ５面は下北脊梁山地を取り巻いて分布する。Ｈ６面
は陸奥湾側の海岸部の河川沿いに分布する。

 中位面は，下北脊梁山地を取り巻いて太平洋，津軽海峡及び陸奥湾いずれの沿岸部に
もほぼ連続的に分布する。

敷地周辺陸域の段丘面分布図

敷地周辺陸域の段丘面形成年代

2.1.3 地形面区分

敷地周辺の地形面区分

東通原子力発電所

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-11 再掲



2-13

敷地近傍の段丘面分布図

凡 例

 敷地近傍陸域には高位より，Ｈ４面，Ｈ５面，Ｍ１面，Ｍ１'面，Ｍ２面，Ｌ１面及びＬ２面が分布
している。

 Ｈ４面及びＨ５面は敷地西方から老部川流域にかけて断続的に分布する。

 Ｍ１面～Ｌ１面は概ね海岸線と平行に分布する。

 Ｌ１面及びＬ２面は老部川沿いに広く分布している。

敷地周辺の段丘面分布図

凡 例

敷地近傍の段丘面区分図

表示範囲

2.1.3 地形面区分

敷地近傍の地形面区分

東通原子力発電所
東通原子力発電所

東通原子力発電所

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-12 再掲



2-142.1.4 地質構造

敷地周辺陸域の地質構造

 下北半島は，先第三系の尻屋層群を基盤とし，これらの上位に新第三系中新統～鮮新統及び第四系が分布する。

 下北脊梁山地には，主に先第三系～新第三系中新統が分布する。

敷地周辺陸域の地質断面図

A A'

B'B

C'C

E'E

東通原子力発電所

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-13 再掲
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 下北半島東部における基盤岩類は，先第三系の尻屋層群であり，桑畑山山地及び朝比奈平丘陵北
端部にかけてNNE−SSW方向に分布し，その分布域西縁はNNE−SSW方向に直線的に連続する。

 中新統は，基盤岩類分布域の南端で基盤岩類を不整合に覆い，その南側の朝比奈平丘陵及び吹越
山地に広く分布し，この中新統は基盤岩類とともに，NNE−SSW方向に伸びる下北脊梁山地を形成し
ている。

 下北脊梁山地内の中新統は，全体的には水平ないし緩傾斜の構造を示し，中新統内にはNNE−SSW
走向の正断層がみられ，東落ちの正断層が卓越している。この中新統分布域西縁の朝比奈平丘陵
の西縁部では，中新統が西急傾斜を示す撓曲構造がNNE−SSW方向に連続している。この構造は，
上記の基盤岩類西縁の直線的な分布境界の南方延長部にあたり，北村・藤井（1962） による下北断
層の位置に対応する。

 鮮新統～下部更新統は，先第三系及び中新統を不整合に覆い，横浜町横浜の東方で一部に小規模
な褶曲構造が認められるものの，全体的には西方に概ね約5゜～20゜の緩く傾斜した同斜構造を示す。

敷地周辺陸域の地質構造図

2.1.4 地質構造

敷地周辺陸域の地質構造

東通原子力発電所

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-14 再掲



2-162.1.4 地質構造

文献による敷地周辺の活断層分布図

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図

 「［新編］日本の活断層」（1991）によれば，敷地近傍に一切山東方断層と呼ばれる「活断層の疑のあ
るリニアメント（確実度Ⅲ）」が，横浜町横浜北東に横浜断層と呼ばれる「活断層であると推定されるも
の（確実度Ⅱ）」が，六ヶ所村出戸西方に出戸西方断層と呼ばれる「活断層の疑のあるリニアメント（確
実度Ⅲ）」が示されており，他にも六ヶ所村月山東方，同村金津山付近等に「活断層の疑のあるリニア
メント（確実度Ⅲ）」が示されている。

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」 （2018）によれば，むつ市中野沢南東から横浜町横浜南東に至る
約10km（図読；約13km）間に，NNE－SSW方向～N-S方向の雁行する活断層を示し，横浜断層帯と呼
んでおり，このうち，中央部は「[新編]日本の活断層」(1991)の横浜断層に対応している。また，六ケ所
村泊から尾駮に至る，長さ約20kmのほぼ南北方向に延びる西側隆起の逆断層帯を出戸西方断帯と
呼んでおり，このうち，南部は「[新編]日本の活断層」(1991)の出戸西方断層に対応している。その他
にも東通村野牛付近から同村砂子又付近にかけて雁行状に2条の推定活断層が，東通村目名東方
に推定活断層が示されている

東通原子力発電所

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-15 再掲
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余 白



2-182.1.4 地質構造

敷地周辺の重力異常

 大局的には，下北脊梁山地に対応して高重力異常域が，むつ低地～陸奥湾に対応して低重力異常域がそれぞれ認められる。

 高重力異常域のうち陸域における顕著なものは，東通村片崎山付近及び六ヶ所村泊付近に認められ，前者は中生界の尻屋層群，後者は中新統の安山岩類よりなる泊層
の分布域に概ね対応している。なお，海域に認められる南北性の高重力異常域は後述の苫小牧リッジの花崗岩類に対応していると考えられる。

 下北脊梁山地の高重力異常域とむつ低地～陸奥湾の低重力異常域の境界部には，NNE−SSW方向の重力異常の急勾配域が比較的直線的に連続する。

 恐山山地はむつ低地に比べて相対的に高重力異常域となっているが，むつ低地の低重力異常域との境界は比較的勾配が緩く，直線性に欠ける。

 その他では，延長が長く直線性の高い重力異常急勾配域は認められない。

 少なくとも，敷地～敷地近傍に分布するＮＮＥ－ＳＳＷ走向の断層群に対応するような，顕著な重力異常急勾配は認められない。

敷地周辺陸域の重力異常図 敷地周辺陸域の重力異常図に地質構造図を重ねたもの

「地質調査総合センター（編）（2013），日本重力データベース DVD版」の重力
データを用いてブーゲ異常図及び等値線を作成した。（仮定密度ρ＝2.67/cm3）

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-16 再掲



2-192.1.4 地質構造

敷地周辺の重力異常：水平１次微分図（水平勾配図）及び鉛直１次微分図
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 最新の重力データベースである「日本の重力データベースDVD版」（地質調査総合センター編，2013）のデータセットを用いて，敷地周辺の重力異常の鉛直１次微分図及び水平勾配図を
作成した。

 鉛直１次微分は，一般に長波長成分を排除した基盤構造の傾向を示し，鉛直１次微分値がゼロの箇所は構造境界位置に対応していると考えられる。一方，水平勾配は構造差（大きさ）
を反映していると考えられる。

 したがって，鉛直１次微分値がゼロかつ水平勾配値が大きい地域は，地下構造に顕著な構造差を有するような境界をなす断層と対応している可能性が考えられる。

 鉛直１次微分のゼロコンターが通過し，重力異常水平勾配値の大きい地域（重力コンターの急傾斜部）として，①むつ低地と砂子又丘陵の境界，②横浜断層付近， ③野辺地断層付近に
それぞれＮＮＥ-ＳＳＷ方向～ＮＳ方向の帯状の水平勾配値が大きい分布域が確認される。

 敷地～敷地近傍に分布するＮＮＥ－ＳＳＷ走向の断層群に対応するような傾向は認められないことから，敷地近傍には少なくとも地下構造に顕著な構造差を有するような境界をなす断
層は存在しないと考えられる。

鉛直１次微分図 水平勾配図
「地質調査総合センター（編）（2013），日本重力データベース DVD版」のブーゲー異常グリッドデータ使用。（仮定密度ρ＝2.67/cm3）
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第８５５回審査会合（R2.3.27）
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長﨑（1997）よる北海道・東北日本のインデックス・マップ 中塚・大熊（2009）による磁気異常分布

0 100km

中塚・大熊（2009）より抜粋・一部加筆

 中塚・大熊（2009）が，北海道苫小牧～三陸沖にかけて記載している正の磁気異常帯は，長﨑（1997）に示されている苫小牧リッジに対応している。

 長﨑（1997）によると，苫小牧リッジ（中塚・大熊（2009）が示す北海道苫小牧～三陸沖にかけて確認されている正の磁気異常帯）は，主に花崗岩や塩基性火成岩によって構成され，こ
の花崗岩は，前期～後期白亜紀に連続して続いた正磁極期に熱残留磁化を獲得した可能性が高いとされている。

 なお，大陸棚外縁断層は，中塚・大熊（2009）に示されている下北半島沖合いの正の磁気異常の西縁付近に位置している。

苫小牧リッジ

東通原子力発電所

大陸棚外縁断層

東通原子力発電所

長﨑（1997）より抜粋・一部加筆

2.1.4 地質構造

長﨑（1997）及び中塚・大熊（2009）による磁気異常図

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-18 再掲
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長﨑（1997）より抜粋・一部加筆

長﨑（1997）よる北海道・東北日本のインデックス・マップ

前期～後期白亜紀に連続
して続いた正磁極期

蛇紋岩，玄武岩と同程
度の強い磁化率を示
す場合がある

長﨑（1997）より
抜粋・一部加筆

帯磁率Ｋの頻度分布

地磁気の逆転図（ジュラ紀～現在）

長﨑（1997）より
抜粋・一部加筆

○「沼ノ端SK-2D」（石油資源開発株式会社の坑井）
・花崗岩質の基盤岩を確認。
・近傍の「南勇払SK-2D」における花崗岩コアの分析によ
り，前期白亜紀を示唆する放射年代が得られ，黒雲母花
崗岩と鑑定されている。

○基礎試錐「気仙沼沖」（石油資源開発株式会社の坑井）
・花崗岩質の基盤岩を確認。
・基盤岩コアから，前紀白亜紀を示唆する放射年代が得ら
れ，黒雲母花崗岩である。

○「八戸沖1-X」（帝国石油株式会社の坑井）
・上部白亜系の下位に玄武岩を確認。
・久慈～八戸沖では，地磁気異常帯と同じ場所に極めて
強い正の重力異常が確認さているおり，地磁異常の一
部は塩基性火成岩が担っている可能性がある。

長﨑（1997）よると，以下のとおり記載されている。
 苫小牧リッジ（北海道苫小牧～三陸沖にかけて確認されている正の磁気異常帯）は，主に花崗岩や塩基性火成岩によって構成されている。
 この花崗岩は，「沼ノ端SK-2D」，「気仙沼沖」及び「沼ノ端SK-2D」近傍の「南勇払」における分析から，前期白亜紀を示唆する年代が得られ，特に「南勇払」では100Maの年代が得られ
ており，右図の「地磁気の逆転図」に示すとおり，前期～後期白亜紀に連続していた正磁極期に熱残留磁化を獲得した可能性が高い。

東通原子力発電所

苫小牧リッジ

2.1.4 地質構造

（参考）長﨑（1997）の記載内容

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-19 再掲
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 微小地震に関しては，活断層の存在を示唆するような微小地震分布の直線状の配列は認められず，上記の重力異常急勾配域で地震活動が顕著となる傾向も認められない。

気象庁カタログに基づく微小地震分布図

• 1998年～2012年8月

• 深さ30km以浅

2.1.4 地質構造

地球物理学的調査（気象庁カタログに基づく微小地震分布）

東通原子力発電所

第８５５回審査会合（R2.3.27）

資料１－１ p2-20 再掲
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２．敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造の概要

2.1 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造の概要
2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.1 地形
2.2.2 地質・地質層序・地質構造



2-242.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.1 地形（敷地周辺海域の地形）

 敷地周辺海域は，太平洋，津軽海峡及び陸奥湾からなる。

 太平洋側の海底地形は，大陸棚及びその外縁から東方に広がる大陸斜面からなる。

 太平洋と津軽海峡とは尻屋海脚で境される。

 津軽海峡では，沿岸部に太平洋及び尻屋海脚から連続する大陸棚が分布する。

敷地周辺海域の地形図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-24 再掲



2-252.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（海域の地質層序）

敷地周辺陸域と海域の地質対比
 敷地周辺海域の地層は，反射パターン，不整合関係等から，太平洋側では上位よりＡ層，ＢＰ層，ＣＰ層，ＤＰ

層，Ｅ層，Ｆ層及びＧ層に，津軽海峡側では上位よりＡ層，Ｂ層，Ｃ層，Ｄ層，Ｅ層，Ｆ層及びＧ層に，陸奥湾側
では上位よりＡ層，Ｂ層，Ｃ層，Ｄ層及びＥ層に区分される。

【ＢＰ層，Ｂ層】

 ＢＰ層は，主として大陸斜面に分布し，大陸棚の大部分で欠如しているが，南部では大陸棚外縁部にも
分布している。

 Ｂ層は，反射パターン及び軽微な不整合から，上位よりＢ１部層，Ｂ２部層及びＢ３部層に細分される。

【ＣＰ層】

 ＣＰ層は，主として大陸斜面に分布し，大陸棚の大部分で欠如しているが，南部では大陸棚外縁部にも
分布している。全域においてＢＰ層に覆われている。

【ＤＰ層】

 ＤＰ層は，主として大陸斜面に分布し，大陸棚では欠如している。また，大陸斜面の南部では下位層の
高まりが存在する地域で比較的広く欠如している。全域においてＣＰ層に覆われている。

【Ｅ層】

 Ｅ層は，太平洋側，津軽海峡側及び陸奥湾のほぼ全域に分布しており，太平洋側棚沢川沖以北の沿
岸部，尻屋海脚西部では下位層の高まりが存在し，比較的広く欠如している。また，太平洋側の大陸
斜面においても，下位層の高まりが存在し，部分的に欠如している。

 太平洋側及び尻屋海脚の大陸棚では海底面直下あるいはＡ層に覆われ，その他では上位層に覆わ
れる。陸奥湾側では，夏泊半島北方において高まりを形成しており，高まりを形成する部分ではＢ層に
覆われ，その東側ではＤ層あるいはＣ層に覆われている。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-25 一部修正

 なお調査範囲が連続しない，根岸西方断層付近の海域及び函館平野西縁断層帯の南方延長海域を
含む津軽海峡西側海域の層序については，別途取り扱うこととする。



2-262.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（敷地周辺海域の音波探査測線図）

敷地周辺海域の音波探査測線図

 敷地周辺海域の地層において，東北電力（株），東京電力（株），日本原燃（株），
リサイクル燃料貯蔵（株），国土地理院，（財）電力中央研究所が実施した音波探
査測線を示す。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-26 再掲



2-27

敷地周辺海域の海底地質図

敷地周辺海域の海底地質断面図

 大陸棚は尻屋崎北方の尻屋海脚まで連続しており，Ｅ層以下の地層がNNE−SSW方向の
隆起帯を形成している。

 津軽海峡側では，Ｄ層以上の地層が尻屋海脚の隆起帯に分布するＥ層以下の地層にア
バットしている。

 津軽海峡側の大陸棚外縁部より沖合では，Ｂ層～Ｄ層は海峡中央部の凹型の構造を埋
めるように堆積し，尻屋海脚側，下北半島側及び亀田半島側に向かって，各層の層厚は
徐々に薄くなる。

尻屋崎

尻
屋
海
脚 No.5

No.4

No.D-105

No.7

No.6

←WNW ESE→

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（敷地周辺海域の地質図及び地質断面図①）

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-27 再掲
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敷地周辺海域の海底地質図

敷地周辺海域の海底地質断面図

No.3

No.C-105

No.2

No.A-113

No.1

←WNW ESE→

 大陸棚には主にＥ層及びＦ層が分布しており，大陸棚外縁のNNE−SSW方向の急崖付近
で，ＣＰ層及びＢＰ層がＥ層あるいはＦ層にアバットしている。

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（敷地周辺海域の地質図及び地質断面図②）

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-28 再掲
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敷地周辺海域の海底地質断面図

 太平洋側の大陸棚外縁部より沖合では，ＢＰ層～Ｆ層は海底面とほぼ平行に，北東方向
にやや傾斜した緩やかな構造を示し，層厚も北東方向に増加する。

No.101

No.103
←NNE SSW→

No.102

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（敷地周辺海域の地質図及び地質断面図③）

敷地周辺海域の海底地質図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-29 再掲
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敷地周辺海域の海底地質図

敷地周辺海域の海底地質断面図

 陸奥湾側では，夏泊半島の北方延長部にE層の高まりが存在し，この高まりにＣ層及びＤ
層がアバットしており，Ｃ層以下の地層は湾中央部に向かって傾斜した構造を示す。

 湾中央部では再びＥ層が高まりを形成し，Ｄ層最上部以上の地層はこの高まりを被覆し
ている。Ｃ層以下の地層は一部でやや急な傾斜を示すものの，これらを不整合に覆うＢ層
以上の地層は，陸奥湾の全域においてほぼ水平な構造を示す。

陸奥湾1

陸奥湾1
←W E→

陸奥湾M

陸奥湾2

陸奥湾3

陸奥湾M

陸奥湾2

陸奥湾3 ←N

S→

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（敷地周辺海域の地質図及び地質断面図④）

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-30 再掲
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C9001C，Dと音波探査記録との対比

青池（2008）より抜粋・一部加筆

年代モデル

年代指標

 ＢＰ/ＣＰ境界は，地球深部探査船「ちきゅう」の試験掘削（siteC9001）により得られた年代指標を基に作成された青池（2008）の年代モデルと対比すると，中期更新世後半と判断
される。

 ＣＰ/ＤＰ境界は，地球深部探査船「ちきゅう」の試験掘削（siteC9001）によりＤＰ層の最上部から前期更新世中頃を示す石灰質ナンノ化石が得られていること等から，前期更新世
後半と判断される。

ＢＰ/ＣＰ境界：約25万年前

ＣＰ/ＤＰ境界：約170～148万年前

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（地層の堆積年代（①：BＰ/ＣＰ境界及びＣＰ/ＤＰ境界））

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-31 再掲
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ＢＰ層

ＣＰ層

ＤＰ層

Ｅ層

Ｆ層

Ｇ層

敷地周辺海域の地層区分と「ちきゅう」site C9001との対比

 ＢＰ/ＣＰ境界は，地球深部探査船「ちきゅう」の試験掘削（siteC9001）により得られた年代指標を基に作成された青池（2008）の年代モデルと対比すると，中期更新世後半と判断
される。

 ＣＰ/ＤＰ境界は，地球深部探査船「ちきゅう」の試験掘削（siteC9001）によりＤＰ層の最上部から前期更新世中頃を示す石灰質ナンノ化石が得られていること等から，前期更新世
後半と判断される。

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（地層の堆積年代（②：BＰ/ＣＰ境界及びＣＰ/ＤＰ境界））

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-32 再掲
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敷地周辺海域の地層区分とＩＰＯＤ site 438との対比

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（地層の堆積年代（③：ＤＰ/Ｅ境界））

ＤＰ層

ＢＰ層

ＣＰ層

Ｅ層

Ｆ層

Ｇ層

 DP/E境界は，深海掘削（IPOD site 438）の珪藻化石層序（Akiba，1986）と
対比すると，Neodenticula kamtschatica zoneとRouxia californica zoneの
境界にあたることから，後期中新世と判断される。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-33 再掲
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0sec

1sec

0sec

1sec

敷地周辺海域における試料採取結果

砂岩断面写真（No.14）

砂岩断面写真
（No.14-2）

←↓ Denticulopsis lauta zone (約16-15Ma)

No.2測線

砂岩断面写真
（No.E）

 Ｅ層の堆積年代は，本層の分布が太平洋側で陸域の鷹架層に連続していること，敷地前
面の海域で実施したボーリング調査結果によるとＥ層分布域において蒲野沢層が確認され
ていること，また，深海掘削（IPODsite 438）の珪藻化石層序（Akiba，1986）と対比すると本
層上限がほぼRouxia californica zone（Akiba，1986）にあたること，小老部川沖の大陸棚外縁
部で実施したドレッジ調査結果によるとＥ層分布域から採取された砂岩・シルト岩から
Denticulopsis lauta zone及びDenticulopsis hyalina zone（Akiba，1986）に対比される珪藻化石群
集が産出することから，中期中新世初頭～後期中新世であると判断される。

シルト岩断面写真
（No.F-2）

Denticulopsis hyalina zone 

(約15-13Ma)

地形陰影図

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（地層の堆積年代（④：Ｅ層））

12ML-01測線

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-34 再掲
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既往の調査では，敷地前面にて実施した海上ボーリング調査の結果により確認された蒲野沢層と泊層の分布位置，反射パターンの特徴等を踏まえ，大陸棚上の最も強い
反射面をE層（Gm：蒲野沢層）／F層（To：泊層）境界と考えて解釈していた。

H28海陸連続探査にて，1,000～2,000ｍ程度の比較的浅部の構造の把握を目的とした探査を実施したことにより，陸域においてボーリング調査及び地表地質調査により確
認していた泊層と下位の猿ヶ森層の層位関係，分布，地質構造について，海域まで連続的に把握することが可能となった。

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（海域の層序区分の変更）

その結果，海域の層序については，既往の12ML-01測線において，従来E層（Gm：蒲野沢層）としていた
地層のうち下位の層準については，陸域における泊層（To)，猿ヶ森層泥岩層（Srm），同砂岩泥岩互層
（Srsm）等が連続することが確認された。

新たに確認された層序関係から，海域においては従来E層としていた地層を細区分し，陸域の蒲野沢層
（Gm）と泊層（To）の境界の連続に相当する比較的強い反射面をE層（Gｍ）／F層（To）境界とするととも
に，既往の解釈でE層／F層境界としていた不整合面については，猿ヶ森層の下位の先第三系尻屋層群
（Sy）の連続性を踏まえて，F層（Srm～Srg）／G層（Sy）境界とした。

関連する全測線について同様の見直しを行い，全体の整合性を確認した。

既往の解釈 変更後の解釈

Ｗ← →ＥＷ← →Ｅ

12ML-01

1
0
0
0

1
4
8
1

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-35 再掲



2-362.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（海域の層序区分の変更：既往調査における地層区分①）

既往の調査では，敷地前面にて実施した海上ボーリング調査の結果により確認された蒲野沢層と泊
層の分布位置，反射パターンの特徴等を踏まえ，大陸棚上の最も強い反射面をE層（Gm：蒲野沢層）
／F層（To：泊層）境界と考えて解釈していた。

No.2測線，No.B-103測線及び海上ボーリングに基づく層序区分（時間断面）（変更前）

(0m)

(750m)

(1500m)

Ｗ← →Ｅ

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-36 再掲



2-372.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（海域の層序区分の変更：既往調査における地層区分②）

既往の調査では，敷地前面にて実施した海上ボーリング調査の結果により確認された蒲野沢層と泊
層の分布位置，反射パターンの特徴等を踏まえ，大陸棚上の最も強い反射面をE層（Gm：蒲野沢層）
／F層（To：泊層）境界と考えて解釈していた。

12ML-01測線及び海上ボーリングに基づく層序区分（時間断面）（変更前）

(0m)

(750m)

Ｗ← →Ｅ

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-37 再掲



2-382.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（海域の層序区分の変更：海域の地層境界の変更①（層序連続性））

H28海陸連続探査の結果，既往調査による海域の層序については，Ｅ層/Ｆ層境界は陸域の蒲野沢層/泊層
境界には連続せず，従来E層（Gm：蒲野沢層）としていた地層のうち下位の層準については，陸域における
泊層（To)，猿ヶ森層泥岩層（Srm），同砂岩泥岩互層（Srsm）等が連続することが確認された。

1,000～2,000ｍ程度の比較的浅部の構造の把握を目的としたH28海陸連続探査を実施したことにより，陸域においてボーリング調査及び地表地質調査により確認していた泊層と下
位の猿ヶ森層の層位関係，分布，地質構造について，海域まで連続的に把握することが可能となった。

従来の層序区分によるＥ層／Ｆ層境界

H28-Line2測線（マイグレーション深度断面）

Ｗ← →Ｅ

地質断面図 （東京電力HD㈱敷地内）

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-38 再掲



2-392.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（海域の層序区分の変更：海域の地層境界の変更②（Ｅ層／Ｆ層境界））

 既往調査においてＥ層としていた地
層の中の反射面形状をみると，上部
の地層は沖合側に向かって層厚を増
すが，下部の地層に同様の傾向は認
められないことから，この境界を蒲野
沢層の基底面と考え，新たなＥ層/Ｆ
層境界として修正した。

 既往調査においてＥ層/Ｆ層境界とし
ていた不整合面については，更に下
位のＦ層/Ｇ層境界とした。

H28-Line2測線（時間断面）

(0m)

(750m)

Ｗ← →Ｅ

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-39 再掲
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Ｈ28海陸連続探査結果に基づく海域のＥ層／Ｆ層境界及びＦ層／Ｇ層境界の変更を踏まえ，既往調査の12ML-01_2014測線及び12ML-01測線の解釈断面を変更した。
（参考として，両測線と概ね同じ位置に配置した，後述するH24海陸統合探査測線を示す。）

W-1 W-2 W-3

一切山東方断層を始めとする敷地～敷地近傍の断層群

2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（海域の層序区分の変更：海域の地層境界の変更③（12ML-01測線））

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-40 再掲



2-412.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（海域の層序区分の変更：地質図における地層境界の変更）

 関連する海域および陸域の全測線についても同様の検討を
行い，更に全体の整合性の確認を行った上で，敷地近傍海
域から尻屋海脚にかけて，地層境界を変更した。

地質図（変更前） 地質図（変更後） 敷地周辺海域の地質図（太平洋側）

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p2-41 再掲
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コメントNo.S143

津軽海峡西部
平舘海峡

ＢＷ１

ＢＷ２

ＢＷ３

ＢＷ

ＣＷ

ＤＷ

ＥＷ

ＡＷ

 津軽海峡西側海域の層序は，調査範囲の敷地周辺海域とは連続しないことから，独立して個別に扱う。

 津軽海峡西側海域の地層は，敷地周辺海域の津軽海峡（東側）・陸奥湾の層序と概ね同様に，反射パターン，不整合関係等から層序区分される。

 上位よりＡw層，Ｂw層，Ｃw層，Ｄw層，Ｅw層に区分される。

 Ｂ層は，反射パターン及び軽微な不整合から，上位よりＢw１部層，Ｂw２部層及びＢw３部層に細分される。
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2.2 敷地周辺海域の地形，地質・地質構造の概要

2.2.2 地質・地質層序・地質構造（津軽海峡西側海域の層序）

※ 各層の年代根拠の詳細は補足説明資料「１．敷地周辺海域の地質層序」に掲載。
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